
第 5章 計画段階配慮事項に係る調査、予測及び評価の結果 

5-5-1 

（153） 

電波障害 
5-5-1 調査 
（1） 既存資料調査 
ア 調査事項 

・地上デジタル放送の種類･内容及び電波の伝搬状況 

・重要無線通信伝搬障害防止区域の指定状況 

イ 調査方法 
以下に示す既存資料の収集を行った。 

・「東海地区の開局情報」（総務省東海総合通信局ウェブサイト） 

・｢伝搬障害防止区域図縦覧｣（総務省ウェブサイト） 

ウ 調査結果 
地上デジタル放送の種類･内容は表 5-5-1、電波の伝搬状況は表 5-5-2、重要無線通信伝搬

障害防止区域の指定状況は図 5-5-1のとおりである。 

名古屋市内においては、7局の地上デジタル放送が受信可能である。 

また、事業実施想定区域は、1箇所で電波伝搬障害防止制度の指定区域と交差している。  
表 5-5-1 地上デジタル放送の種類・内容 

放送局 
リモコン

番号 

物理 

チャンネル 

周波数 

帯域 

中心 

周波数 

（MHz） 

出力 

（kW） 
送信場所 

NHK総合 

（名古屋） 
3 20 UHF 515.14 3 

デジタルタワー 

（瀬戸市幡中町211-2） 

NHK教育 2 13 UHF 473.14 3 

CBCテレビ 5 18 UHF 503.14 3 

東海テレビ 1 21 UHF 521.14 3 

名古屋テレビ 6 22 UHF 527.14 3 

中京テレビ 4 19 UHF 509.14 3 

テレビ愛知 10 23 UHF 533.14 1  
 

 

表 5-5-2 電波の伝搬状況 
交差箇所 

対象電波の伝搬状況 

海抜高=T.P 

（m） 

電波の通過位置 

（m） 

電波半径 

（m） 

① 61 46 8 

注）電波の通過位置は、地上高（G.L）からの高さ（m）である。 
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図 5-5-1 重要無線通信伝搬障害防止区域の指定状況   

出典：｢伝搬障害防止区域図縦覧｣（総務省ウェブサイト） 
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（2） 既往調査 
ア テレビ電波の受信状況 
(ｱ) 調査事項 

テレビ電波の受信状況（端子電圧、BER、周波数特性、画質評価） 

(ｲ) 調査地点 
机上検討による障害予測範囲を基に、調査地域内で主に事業実施想定区域西側を中心として 44 箇

所を設定し、実施した（図 5-5-5参照）。 

(ｳ) 調査時期 
平成 22年 2月 3日～4日 

(ｴ) 調査方法 
テレビ電波の受信状況調査は、電波測定車を道路上に停車させて、図 5-5-2に示すように一般に使

用される家庭用テレビ受信用アンテナを 10ｍ程度の高さに上げ、測定ケーブルを介してテレビ受信機

及び ISDB-T アナライザーに接続して行った。調査対象とするテレビチャンネルは表 5-5-3、調査項目

は表 5-5-4のとおりである。 

 

表 5-5-3 調査対象テレビチャンネル 

放送局（瀬戸局） 物理チャンネル 

NHK総合 20ch 

NHK教育 13ch 

CBCテレビ 18ch 

東海テレビ 21ch 

名古屋テレビ 22ch 

中京テレビ 19ch 

テレビ愛知 23ch 

 

 

 

図 5-5-2 テレビ電波受信状況調査 
 

表 5-5-4 テレビ電波の受信状況に関する調査項目 
調 査 項 目 調 査 内 容 

端子電圧測定 電波の強さを測定 

BER測定 
一定期間内で伝送した情報ビット数の内、何ビットに誤りが発生したかを示

すビット誤り率を測定 

周波数特性測定 各チャンネルの周波数帯域内の波形を測定 

画質評価 表 5-5-5に基づき画質の 5段階評価を実施 

写真撮影 各チャンネルの画像の受信状況を写真に撮影 
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表 5-5-5 テレビ画面の画質評価 
評 点 評価基準 表 示 

5 
妨害に対する耐性はきわめて大きい。 

（SLpが 30dB を超える） 

○ 4 
妨害に対する耐性は大きい。 

（SLpが 20dB を超え 30dB以下） 

3 
妨害に対する耐性は小さい。 

（SLpが 20dB以下） 

2 
妨害に対する耐性がない。 

（ブロックノイズや画面フリーズが認められる） 
△ 

1 受信不能 × 

注）1．SLp とは、端子電圧からデジタル受信障害が発生し始める限界の遮へい損失をいう。 

2．SLpは、図 5-5-3のグラフによる。なお、受信機側の雑音指数（NF）は 7dB とする。 

3．ブロックノイズ、画面フリーズとは、アナログ波では反射波によりゴーストになっていた画面が、デジタル波では BER

が劣化することによりエラーが発生し、画面上にブロック状のノイズが現れたり画面が静止（フリーズ）することをいう。             
 

図 5-5-3 SLp設定グラフ  
(ｵ) 調査結果 

現地調査の結果を表 5-5-6 に示す。調査地点 No. 8、9、12、34 で 23ch（テレビ愛知）が受信不能と

なっていた。 

その他の地点では、全チャンネルが良好に受信できた（図 5-5-5参照）。 
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表 5-5-6(1) 受信状況調査結果表 
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表 5-5-6(2) 受信状況調査結果表 
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表 5-5-6(3) 受信状況調査結果 
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表 5-5-6(4) 受信状況調査結果 
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表 5-5-6(5) 受信状況調査結果 
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表 5-5-6(6) 受信状況調査結果 
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表 5-5-6(7) 受信状況調査結果 
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表 5-5-6(8) 受信状況調査結果 
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表 5-5-6(9) 受信状況調査結果 
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イ テレビ共同受信施設の設置状況 
(ｱ) 調査事項 

テレビ共同受信施設の設置状況（CATV、既設共聴、アンテナ受信等の受信形態） 

(ｲ) 調査地点 
調査地点は、机上検討による障害予測範囲及びその周辺（図 5-5-5参照）とした。 

(ｳ) 調査時期 
平成 22年 2月 3日～4日 

(ｴ) 調査方法 
テレビ電波受信障害が予測される地域の家屋について、CATV、既設共聴、アンテナ受信等の受信

形態を公道から外観調査した。 

(ｵ) 調査結果 
現地調査の結果、テレビ電波受信障害が予測される地域において、ケーブルテレビ施設あるいは共

同受信施設が確認された（図 5-5-5参照）。    


